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「杉並区教育ビジョン２０２２」では、子どもも大人もすべての人が教育の当事者となって「み

んなのしあわせを創る杉並の教育」を大切に育てていくとしています。今回の意見交換会では、杉

並第十小学校の６年生が地域のために、そしてみんなのしあわせのために自分たちには何ができる

のかということを話し合いました。 

 

①グループ活動 

会場となる体育館で、グループを作りました。各グ

ループには学校運営協議会委員、保護者、町会役員、

教育委員会の職員など大人も参加しました。 
まず「地域のために私にできること」について、一

人ひとりの児童が自分の考えを話しました。 
児童からはさまざまなアイディアが出ました。「ま

ちを綺麗にしたい。みんなで掃除をしたい」、「夜暗

いところがあるので街灯を設置したい。自分では設置

できないので区役所にお願いをする」、「タバコのポ

イ捨てを減らしたい。タバコを吸っている人に注意を

するのは危ないから、ポスターを作りたい」、「人を

多く呼んで賑わいを作りたい。映画館など人が集まる

施設を誘致したい」。どの児童も「自分にできること」

と「自分にはできないこと」を切り分けながら考えて

いて、たとえ「自分にはできないこと」であっても「ど

こまでなら自分にできるか」ということを考えていま

した。このように自分の考えを説明する児童に対し、

大人の参加者は質問を投げかけていきました。例えば

「みんなで掃除をしたい」と考える児童には「どうやってみんなに協力を呼びかけるの。みんな手

伝ってくれるかな」と問いかけました。すると「たとえ自分一人だけでも、掃除をしていればそれ

を見て賛同してくれる人が来てくれる」、「まちが綺麗になれば、嬉しく感じた人が参加してくれ

るはず」など、議論がさらに活発になっていきました。 
「地域のために私にできること」についての話し合いが一段落すると、テーマを「みんなのしあ

わせとは何か」に変えて、話し合いを続けました。あるグループでは「みんなが安全安心に暮らせ

ることが大切」という意見が出ました。その後に改めて「地域のために私にできること」にテーマ

 

 グループでの話し合いの様子 

会場の様子 



を戻すと、「安心安全な地域をどう創るか」という議

論になりました。「落書きで汚れている標識を綺麗に

する」、「飛び出し注意の看板を危険なところに設置

する」、「自転車の運転啓発ポスターを作る」など先

ほどとはまた違った意見が出てきました。 
途中で、何人かの児童が感想を全体に向けて発表し

ました。いざという時に助け合える関係を地域の中で

日頃から作っておくことが大切であると考えたグルー

プは「日頃の何気ない挨拶がとても大切」ということ

に気付いたと話しました。また「ごみを減らすことが

大切」という自分の意見に対し、グループ内から「ご

み箱をたくさん設置しよう」など多くのアイディアを

もらったという児童は、多くの人に自分の意見を聞い

てもらうことの大切さに気付いたと話しました。 

この後グループの人を入れ替えて、同じような話し

合いをもう一度行い、さらに議論を深めていきました。 

 
②振り返り 
最後に、参加者全員が輪になりこの意見交換会を通じて、考えたことや感じたことを共有しまし

た。ある児童は以下のように話しました。 
「みんなのしあわせを考える中で、私たちの大切なものは何かということを話し合った。多くの

人にとって大切なものは「命」であるという意見が出た。そして「命」を守るために私たちに何が

できるのかを考えた。交通事故を防ぐことなら私たちにできることがあるのではないか。私たちに

できることは何かということを考えていきたい。」 
 

意見交換会を振り返って 

 杉並第十小学校では総合的な学習の時間の中で、地域を調べる学習をしています。地域のために

何ができるのかということを真剣に考える児童の姿に、地域に対する愛情や地域に貢献しようとす

る強い気持ちを感じることができました。 

最後の振り返りの場面で、ある児童が話した感想がとても印象的でした。「みんなのしあわせは

とても難しく、深く考えていかないと分からないことだと思った。いろいろな人から意見を聴いて、

自分でまとめて考えを深めていくことが大切だと思った」。この児童の話すとおり「みんなのしあ

わせ」や「みんなのしあわせを創る」ということには正解がありません。正解が無いからこそ、考

えることやまわりの人と対話をしていくことが大切だと考えます。このことに気付いてくれた児童

がいたことを、とてもうれしく思いました。 
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